
手

記

　 
太
平
洋
戦
争
と
マ
ガ
ダ
ン
抑
留
記
録
　 

和
歌
山
県
　
長
峰
泰
夫
　 

ま
え
が
き

昭
和
十
九
年
三
月
、
和
歌
山
市
に
て
三
か
月
の
教
育
召
集
の

通
知
を
受
け
、
青
森
県
弘
前
市
第
四
七
師
団
通
信
隊
へ
入
隊
す

る
。
昭
和
十
九
年
五
月
、
臨
時
召
集
と
な
り
、
第
七
三
旅
団
通

信
隊
へ
転
属
に
な
る
。
北
海
道
小
樽
市
色
内
小
学
校
に
し
ば
し

滞
在
後
、
小
樽
港
を
出
港
し
て
北
千
島
へ
向
か
う
。
こ
の
と
き
、

通
信
隊
の
有
線
、
無
線
の
兵
隊
を
指
揮
し
た
の
が
主
計
伍
長
で

あ
っ
た
。

昭
和
十
九
年
六
月
二
十
三
日
、
北
千
島
占
守
島
へ
上
陸
し
て

か
ら
、
第
九
一
師
団
第
七
三
旅
団
通
信
隊
無
線
中
隊
に
所
属
し

て
い
た
。
将
校
、
下
士
官
が
来
た
の
は
後
の
便
で
あ
る
。
ひ
ん

ぱ
ん
に
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
か
ら
飛
来
す
る
ア
メ
リ
カ
軍
の

空
爆
を
受
け
な
が
ら
守
備
陣
地
を
固
め
て
い
た
。
し
か
し
、
四

月
ご
ろ
か
ら
逆
に
内
地
へ
大
砲
、
弾
薬
、
ガ
ソ
リ
ン
等
を
持
ち

帰
っ
て
い
た
。
戦
況
は
無
線
機
で
傍
受
し
て
い
た
。
外
電
の
方

が
正
し
い
気
が
し
て
い
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
こ
こ
で
終
戦
に
な
り
待
機
し
て

い
た
。
昭
和
二
十
年
八
月
十
八
日
、
ソ
連
軍
が
上
陸
し
、
日
本

軍
と
激
烈
な
戦
闘
が
行
わ
れ
、
我
々
も
霧
の
中
、
百
メ
ー
ト
ル

の
至
近
距
離
で
対
時
し
て
い
た
。
終
戦
後
で
あ
り
、
八
月
二
十

三
日
に
方
面
軍
の
命
令
に
よ
り
休
戦
す
る
。

昭
和
二
十
年
十
月
十
六
日
、
占
守
島
の
戦
場
掃
除
を
終
わ
っ

て
集
合
し
た
部
隊
か
ら
、
四
個
大
隊
四
千
人
が
ソ
連
貨
物
船
に



乗
せ
ら
れ
て
出
港
し
た
。

進
路
を
北
北
西
に
進
む
こ
と
二
昼
夜
。

前
方
に
陸
地
が
見
え
た
。
寒
々
と
し
た
山
は
頂
上
が
石
で
覆
わ

れ
、

下
の
方
に
樹
木
が
生
え
て
い
て
変
わ
っ
た
風
景
で
あ
っ
た
。

船
は
岸
壁
に
横
づ
け
に
な
り
停
止
し
た
。
十
月
十
八
日
の
午

後
二
時
過
ぎ
で
あ
っ
た
。
下
船
し
て
五
列
に
並
ん
だ
が
、
一
向

に
出
発
の
気
配
が
な
い
。
上
陸
し
た
の
は
、
第
九
一
師
団
第
七

三
旅
団
司
令
部
所
属
の
部
隊
、
直
接
戦
闘
に
参
加
し
た
生
存
部

隊
、
そ
の
隣
接
部
隊
、
海
軍
第
五
一
警
備
隊
関
係
等
で
、
対
ソ

戦
の
実
施
と
指
揮
命
令
関
係
の
部
隊
所
属
の
下
士
官
、
兵
に
将

校
若
干
名
で
編
成
さ
れ
て
い
た
。
歩
き
出
し
た
の
は
一
時
間
以

上
た
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。
こ
の
日
か
ら
丸
四
年
、
こ
の
地
で
抑

留
さ
れ
る
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
。

マ
ガ
ダ
ン
地
区
の
抑
留
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
、
占
守
島
、
マ
ガ
ダ
ン
を
経
て
帰
還
し

た
者
の
グ
ル
ー
プ
内
で
は
、
戦
友
会
で
資
料
・
記
録
を
配
布
し

て
い
た
。
シ
ベ
リ
ア
抑
留
も
地
区
的
に
、
一
般
と
離
れ
た
極
東

の
コ
リ
マ
州
（
現
マ
ガ
ダ
ン
州
）

、
マ
ガ
ダ
ン
市
周
辺
で
あ
っ

た
の
で
、
最
近
ま
で
余
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
マ
ガ
ダ
ン

市
の
北
の
奥
地
は
タ
イ
ガ
ー
と
い
っ
て
、
囚
人
の
強
制
労
働
者

が
大
量
に
送
り
込
ま
れ
る
地
で
、
当
時
ロ
シ
ア
人
の
ほ
か
、
ド

イ
ツ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
捕
虜
も
送
ら
れ
て
き
て
い
た
。
埋
蔵
資

源
の
豊
富
な
地
帯
だ
か
ら
で
あ
る
。

マ
ガ
ダ
ン
と
は

マ
ガ
ダ
ン
は
シ
ベ
リ
ア
の
極
東
に
あ
り
、
北
緯
六
十
度
、
東

経
百
五
十
二
度
の
地
点
に
あ
る
都
市
で
、
マ
ガ
ダ
ン
州
（
当
時

は
コ
リ
マ
州
）
の
州
都
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
二
十
年
（
一
九

四
五
）
当
時
の
人
口
は
十
万
人
と
い
わ
れ
て
い
た
。

夏
は
日
が
長
く
白
夜
で
あ
る
が
、
冬
は
逆
に
日
が
短
く
、
暗

い
時
間
が
長
い
。
真
夏
は
三
十
度
を
越
す
暑
さ
に
な
る
。
三
か

月
の
間
に
芽
が
出
、
花
が
咲
き
、
果
実
が
実
る
あ
わ
た
だ
し
い

季
節
で
あ
る｡

冬
は
長
く
、
九
月
に
氷
結
が
あ
り
、
厳
冬
で
は
、

晴
れ
の
日
中
で
も
零
下
十
度
く
ら
い
で
、
零
下
三
十
度
～
五
十

度
に
な
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
五
月
に
入
っ
て
雪
解
け
が
始

ま
る
長
い
季
節
で
あ
る
。

マ
ガ
ダ
ン
港
は
冬
に
凍
結
す
る
が
、
重
要
な
港
で
あ
る
。
北

極
圏
の
各
種
金
属
の
採
鉱
し
た
も
の
を
輸
送
す
る
中
継
基
地
と

な
っ
て
い
る
。
冬
は
砕
氷
船
が
活
躍
し
、
航
路
を
確
保
す
る
。

昔
か
ら
囚
人
の
流
刑
地
と
し
て
有
名
で
、
資
源
開
発
の
た
め
に



強
制
労
働
を
こ
の
奥
地
に
あ
る
タ
イ
ガ
ー
で
、
道
路
、
建
築
、

施
設
、
資
源
の
採
掘
、
輸
送
を
行
っ
て
い
る
。
悪
条
件
の
た
め

死
亡
す
る
人
が
多
く
、
も
し
こ
こ
で
生
き
て
刑
を
終
え
て
も
、

こ
の
地
で
生
涯
を
終
わ
る
人
が
少
な
く
な
い
。

都
市
公
共
施
設
等
が
そ
ろ
っ
て
い
て
、
州
庁
舎
（
四
階
建
、

日
本
人
も
建
設
に
参
加
）

、
市
庁
、
電
話
局
、
消
防
署
、
学
校
、

病
院
、
育
児
院
（
デ
ー
ト
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
）

、
銀
行
、
博
物
館
、

文
化
館
（
ド
ー
マ 

ク
リ
ト
ー
ル
…
劇
場
、
図
書
館
等
）

、
映
画

館
（
ゴ
ー
リ
キ
ノ
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
も
中
に
あ
る
）

、
公
園（
落

下
傘
塔
も
あ
っ
た
）

、
旅
館
一
号
、
旅
館
二
号（
兵
舎
に
し
て

い
た
）

、
ド
ー
マ
十
五
号（
日
本
人
が
三
年
か
け
て
建
築
、
美

し
さ
は
マ
ガ
ダ
ン
一
）

、
放
送
局（
ラ
ジ
オ
コ
ン
ツ
ェ
ル
）
等
。

倉
庫
群
、
発
電
所
、
水
道
供
給
所
、
自
動
車
工
場
、
ガ
ラ
ス

工
場
、
ビ
ー
ル
工
場
、
れ
ん
が
工
場
、
木
工
工
場
、
被
服
工
場
、

パ
ン
工
場
、
洗
■
工
場
、
化
学
工
場
等
。

陸
の
孤
島
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
寒
冷
地
で
あ
る
か
ら
、
食

糧
、
資
材
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
、
ナ
ホ
ト
カ
か
ら
二
千
七
百

キ
ロ
の
海
上
輸
送
に
依
存
し
て
い
る
。
マ
ガ
ダ
ン
の
奥
は
山
岳

地
帯
も
多
く
、
未
開
発
の
地
帯
が
広
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
奥
地
へ
食
糧
、
物
資
を
送
る
重
要
な
拠
点
と
な
っ
て

い
る
。

マ
ガ
ダ
ン
市
は
当
時
、
日
本
人
抑
留
者
は
市
内
に
二
千
人
、

こ
こ
か
ら
八
十
七
キ
ロ
の
と
こ
ろ
ま
で
二
千
人
が
点
在
し
て
、

道
路
拡
張
工
事
、
鉄
道
整
備
、
伐
採
、
炭
鉱
採
掘
、
ガ
ソ
リ
ン

配
管
工
事
を
し
て
い
た
。
市
内
で
は
、
港
湾
、
倉
庫
、
建
設
、

工
場
等
、
多
く
の
職
種
で
労
働
し
て
い
た
。

シ
ベ
リ
ア
の
マ
ガ
ダ
ン
抑
留

昭
和
二
十
年
十
月
十
六
日
、
占
守
島
出
港

北
千
島
占
守
島
の
長
崎
か
ら
陸
軍
三
千
人
、
海
軍
千
人
、
合

計
四
千
人
が
ソ
連
貨
物
船
に
乗
船
す
る
。
船
内
は
油
臭
く
、
む

っ
と
す
る
暖
か
さ
で
、
板
敷
き
の
二
段
式
寝
台
が
並
ん
で
い
て
、

そ
こ
に
全
員
が
詰
め
込
ま
れ
る
。
出
港
し
た
船
は
北
北
東
へ
進

路
を
取
り
、
白
浪
を
切
っ
て
進
ん
だ
。
甲
板
に
は
便
所
が
あ
り
、

臭
い
が
き
つ
く
、
長
く
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
ほ
と
ん
ど
船

内
に
い
る
。
東
京
ダ
モ
イ
（
帰
還
）
も
な
く
な
り
、
不
安
は
隠

せ
な
か
っ
た
。

昭
和
二
十
年
十
月
十
八
日
、
マ
ガ
ダ
ン
港
へ
上
陸

陸
地
が
見
え
て
き
た
。
山
の
頂
上
が
石
だ
ら
け
で
、
下
の
方



に
木
が
見
え
る
殺
風
景
な
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
船
は
岸
壁
へ

横
づ
け
に
な
る
。
二
隻
の
船
が
先
に
横
づ
け
に
な
っ
て
い
た
。

全
員
、
荷
物
を
背
負
い
下
船
し
て
、
五
列
に
並
び
整
列
す
る
。

人
員
の
点
呼
だ
ろ
う
、
ソ
連
兵
が
一
生
懸
命
数
え
て
い
る
。
一

時
間
半
か
か
り
や
っ
と
歩
き
出
し
た
。
だ
ら
だ
ら
坂
を
上
が
っ

て
い
く
が
、
時
々
停
止
し
て
は
歩
き
出
す
。
ロ
シ
ア
人
の
男
女
、

子
供
が
口
を
も
ぐ
も
ぐ
さ
せ
て
珍
し
そ
う
に
眺
め
て
い
た
。
（
松

の
実
を
食
べ
て
い
た
た
め
）

だ
ん
だ
ん
冷
え
て
き
た
こ
ろ
、
大
き
な
建
物
に
着
い
た
。
中

は
ほ
こ
り
っ
ぽ
く
、
天
井
に
裸
電
球
が
数
個
ぶ
ら
下
が
っ
て
い

る
。
二
段
に
な
っ
た
板
敷
き
の
寝
台
が
あ
る
。
こ
こ
に
五
大
隊

の
千
人
が
入
れ
ら
れ
た
が
、
寝
台
だ
け
で
は
足
ら
ず
、
土
間
も

い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
荷
物
と
一
緒
に
座
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で

あ
っ
た
。
夕
食
の
炊
事
が
始
ま
っ
た
が
、
水
が
足
ら
ず
、
砂
が

混
ざ
っ
た
米
し
か
炊
け
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
生
活
を
数
日
し
て

い
る
と
移
動
の
命
令
が
き
た
。

道
路
の
拡
張
作
業
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
ポ
ル
ト
（
港
）
を

〇
キ
ロ
と
し
、
奥
地
へ
八
十
七
キ
ロ
ま
で
の
七
メ
ー
ト
ル
幅
の

道
路
の
両
側
を
一
メ
ー
ト
ル
拡
張
し
、
九
メ
ー
ト
ル
幅
の
道
路

に
す
る
と
い
う
作
業
で
あ
る
。
道
路
を
四
区
間
に
分
け
て
、
一

中
隊
二
百
五
十
人
ず
つ
で
一
区
間
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

ラ
ー
ゲ
ル
（
収
容
所
）
の
あ
る
地
点
に
一
個
中
隊
を
配
置
し
て

い
く
。
第
一
中
隊
…
六
十
五
キ
ロ
収
容
所
、
第
二
中
隊
…
三
十

キ
ロ
収
容
所
、
第
三
中
隊
…
三
十
九
キ
ロ
収
容
所
、
第
四
中
隊

…
十
九
キ
ロ
収
容
所
と
決
定
す
る
。
我
々
第
四
中
隊
は
、
井
辺

准
尉
以
下
二
百
五
十
人
が
十
九
キ
ロ
の
ラ
ー
ゲ
ル
へ
行
く
こ
と

に
な
る
。

昭
和
二
十
年
十
月
二
十
二
日
、
十
九
キ
ロ
幕
舎
到
着

各
大
隊
ご
と
に
ト
ラ
ッ
ク
に
分
乗
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
点

へ
出
発
す
る
。
我
々
五
大
隊
四
中
隊
は
、
十
九
キ
ロ
の
道
路
標

識
の
少
し
手
前
の
と
こ
ろ
で
下
車
す
る
。
新
し
い
三
棟
の
布
製

幕
舎
が
建
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
炊
事
の
棟
が
あ
る
。
こ
の
季
節

に
な
る
と
日
も
短
く
な
っ
て
い
て
、
冷
え
込
み
も
増
し
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
割
り
当
て
ら
れ
た
棟
に
入
り
、
荷

物
を
整
理
す
る
。
夜
は
持
っ
て
き
た
衣
類
を
全
部
か
け
て
横
に

な
る
が
、
ぞ
く
ぞ
く
し
て
寝
つ
か
れ
な
い
。
う
と
う
と
し
て
い

る
う
ち
に
朝
が
き
た
。

昭
和
二
十
年
十
月
二
十
三
日
、
十
九
キ
ロ
幕
舎
周
辺
整
備
作



業
幕
舎
は
三
棟
と
炊
事
棟
、
便
所
、
少
し
離
れ
て
監
督
の
家
と

兵
隊
の
住
居
が
あ
る
。
幕
舎
は
寒
く
て
睡
眠
で
き
な
い
し
、
付

属
設
備
も
整
っ
て
い
な
い
の
で
整
備
作
業
を
す
る
こ
と
に
な

る
。
幕
舎
の
保
温
は
周
り
に
丸
太
を
積
み
上
げ
、
布
地
と
の
間

に
土
と
お
が
層
を
詰
め
、
屋
根
の
部
分
に
草
を
根
こ
そ
ぎ
と
っ

て
、
敷
き
つ
め
て
保
温
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

○
丸
太
の
切
り
出
し
運
搬

各
班
が
奥
地
へ
雪
を
踏
み
な
が
ら
入
っ
て
い
き
、
手
ご
ろ
な

落
葉
樹
を
切
り
倒
し
て
か
ら
ひ
と
休
み
の
た
め
、
た
き
火
を
燃

や
し
円
陣
を
つ
く
り
、
お
国
自
慢
の
食
べ
物
を
披
露
し
合
っ
て
、

ち
ょ
う
ど
昼
ご
ろ
幕
舎
へ
帰
り
、
午
後
も
う
一
回
、
丸
太
を
持

ち
帰
っ
て
一
日
が
終
わ
る
。
兵
士
が
つ
い
て
く
る
が
、
言
葉
が

通
じ
な
い
の
で
会
話
も
で
き
ず
、
た
き
火
の
周
り
を
回
っ
た
り

し
て
体
を
持
て
余
し
て
い
た
。

毎
日
毎
日
、
こ
の
作
業
を
繰
り
返
す
。
木
取
り
の
距
離
も
段

々
遠
く
な
り
、
除
雪
を
せ
ず
に
雪
の
上
に
出
た
幹
の
下
を
切
っ

て
、
休
憩
時
間
を
確
保
す
る
よ
う
に
な
る
。
用
具
は
ラ
パ
ー
タ

（
ス
コ
ッ
プ
）

、
ピ
ラ
ー（
鋸
）

、
タ
ポ
ー
ル（
ま
さ
か
り
）
の

三
点
セ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
製
の
方
が
よ
く
切
れ
た
。

帰
る
と
、
手
が
か
じ
か
ん
で
感
覚
が
鈍
く
な
る
の
で
、
バ
ケ
ツ

に
お
湯
を
入
れ
て
手
を
つ
け
て
、
手
が
痛
い
よ
う
な
、
か
ゆ
い

よ
う
な
感
じ
を
経
て
、
手
の
感
覚
を
回
復
す
る
ま
で
つ
け
る
。

○
外
壁
の
保
温
作
業

別
の
班
は
、
運
ば
れ
た
丸
太
で
柱
を
二
本
ず
つ
立
て
て
、
間

に
丸
太
を
横
に
積
み
上
げ
て
い
く
。

幕
舎
の
布
と
丸
太
の
間
に
、

土
と
お
が
屑
を
混
ぜ
た
も
の
を
詰
め
て
い
く
。
詰
め
る
幅
は
平

均
五
十
セ
ン
チ
で
、
下
は
こ
れ
よ
り
少
し
広
く
、
上
は
狭
く
す

る
。
屋
根
に
は
根
つ
き
の
ツ
ン
ド
ラ
を
敷
く
。
た
だ
し
、
ス
ト

ー
ブ
の
煙
突
回
り
は
空
け
る
。
こ
こ
ま
で
終
わ
る
の
に
半
月
以

上
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

○
垣
根
づ
く
り
作
業

幕
舎
の
保
温
作
業
を
終
了
し
て
、
今
度
は
外
回
り
に
垣
根
を

つ
く
る
こ
と
に
な
る
。
丸
太
の
柱
を
立
て
、
丸
太
の
横
木
を
渡

し
て
固
定
し
、
松
の
枝
を
さ
し
て
幕
舎
と
外
部
と
隔
離
す
る
。

出
入
り
口
は
一
か
所
の
み
で
あ
る
。
普
通
の
ラ
ー
ゲ
ル
（
収
容

所
）
は
有
刺
鉄
線
の
二
重
の
囲
い
に
し
て
い
る
。

○
望
楼
建
て
作
業



兵
士
の
歩
■
が
夜
間
警
備
の
た
め
に
登
る
も
の
で
、
垣
根
の

角
に
建
て
ら
れ
る
。
四
本
の
丸
太
を
建
て
、
上
に
望
楼
の
床
、

屋
根
、
腰
回
り
板
、
は
し
ご
を
つ
く
っ
て
終
わ
る
。
夜
、
兵
士

は
シ
ュ
ー
バ
ー
（
内
に
毛
の
あ
る
オ
ー
バ
ー
）
の
膝
下
と
靴
の

下
よ
り
横
に
長
い
も
の
と
二
枚
着
て
立
■
す
る
。
蒙
古
系
の
兵

士
が
多
か
っ
た
。

○
炊
事
場
の
改
修

日
本
人
が
炊
事
を
や
り
や
す
い
よ
う
に
改
修
す
る
。

○
ロ
シ
ア
式
便
所

角
材
と
板
で
つ
く
っ
た
簡
易
式
で
あ
る
が
、
日
本
人
か
ら
見

る
と
驚
き
だ
っ
た
。
三
方
は
囲
っ
て
あ
る
が
、
入
口
の
扉
は
低

く
中
が
見
え
る
。
敷
き
板
に
は
八
個
の
丸
い
穴
（
直
径
二
十
五

セ
ン
チ
）
が
等
間
隔
に
空
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
用
便
に
は
、

二
人
目
か
ら
は
前
の
人
の
お
尻
を
見
な
が
ら
座
る
こ
と
に
な

る
。
外
に
は
、
次
の
人
が
並
ん
で
待
っ
て
い
る
。
大
は
よ
い
が
、

小
は
は
み
出
し
て
で
き
な
い
。
初
め
は
大
変
抵
抗
感
が
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
に
諦
め
た
が
、
後
味
は
複
雑
だ
っ
た
。

○
代
用
湯
た
ん
ぽ

ス
ト
ー
ブ
に
あ
た
る
も
顔
が
赤
く
な
り
、
衣
類
は
ホ
カ
ホ
カ

だ
が
背
中
が
ぞ
く
ぞ
く
寒
い
の
で
、
せ
ん
べ
い
焼
き
の
よ
う
に

前
と
後
ろ
を
交
互
に
暖
め
寝
る
が
、
冷
め
る
の
が
早
か
っ
た
。

そ
こ
で
だ
れ
が
や
り
始
め
た
か
、
手
ご
ろ
な
石
を
ス
ト
ー
ブ
に

針
金
で
つ
る
し
暖
め
て
、
石
を
布
に
包
み
抱
い
て
寝
た
。
み
ん

な
が
ま
ね
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

何
と
か
落
ち
着
く
の
に
約
一
か
月
か
か
っ
た
。

昭
和
二
十
年
十
二
月
、
十
九
キ
ロ
幕
舎
収
容
所
　
道
路
拡
張

作
業幕

舎
の
整
備
作
業
が
終
わ
る
と
、
予
定
し
て
い
た
道
路
拡
張

の
作
業
が
始
ま
っ
た
。
当
時
の
マ
ガ
ダ
ン
か
ら
発
す
る
コ
リ
マ

街
道
は
奥
地
タ
イ
ガ
ー
へ
通
じ
る
重
要
な
道
路
で
あ
る
。
タ
イ

ガ
ー
へ
、
食
糧
、
物
資
を
常
時
輪
送
し
て
、
労
働
者
の
生
活
、

資
源
開
発
を
維
持
し
て
い
る
。
こ
の
道
路
は
幅
員
七
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
が
、
こ
の
道
路
の
両
側
を
一
メ
ー
ト
ル
広
げ
て
、
幅
員

九
メ
ー
ト
ル
の
道
路
と
し
て
、
よ
り
安
全
性
を
高
め
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

道
路
の
舗
装
は
土
と
小
石
の
み
で
で
き
て
い
る
。
路
面
は
凍

結
で
十
分
締
め
固
ま
る
。
こ
の
道
路
は
ポ
ル
ト
（
港
）
を
〇
キ

ロ
と
し
て
、
一
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
道
標
が
立
っ
て
い
る
が
、
今



回
は
八
十
七
キ
ロ
ま
で
を
四
区
に
分
け
て
、
そ
の
一
区
を
担
当

す
る
。

道
路
の
奥
地
に
向
か
っ
て
右
が
道
路
よ
り
低
い
平
地
で
。

左
が
丘
陵
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
左
の
丘
陵
の
土
を
掘
っ
て
両

側
へ
埋
め
立
て
る
作
業
で
あ
る
。
丘
陵
の
土
は
五
、
六
十
セ
ン

チ
く
ら
い
永
久
凍
土
と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
に
ロ
ー
ム
（
鉄
棒
）

で
穴
を
数
本
あ
け
て
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
仕
込
み
、
爆
破
し
て

柔
ら
か
い
土
を
出
し
、
運
搬
し
て
埋
め
立
て
る
の
で
あ
る
。

用
具
は
、
ロ
ー
ム
、
ラ
パ
ー
タ
（
ス
コ
ッ
プ
）

、
カ
イ
ロ（
つ

る
は
し
）

、
タ
ー
チ
カ（
木
製
荷
積
用
一
輪
車
）

、
タ
ー
チ
カ
を

通
す
板
等
で
あ
る
。
別
に
発
破
用
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
、
導
火
線
等

が
あ
る
。

服
装
は
戦
闘
帽
、
防
寒
帽
を
重
ね
て
か
ぶ
る
。
防
寒
外
套
、

毛
普
通
外
套
、
毛
軍
上
衣
、
防
寒
シ
ャ
ツ
、
綿
シ
ャ
ツ
。
毛
ズ

ボ
ン
、
毛
袴
下
、
綿
袴
下
、
ふ
ん
ど
し
、
靴
下
二
枚
。
ソ
連
製

綿
入
り
布
防
寒
靴
、
防
寒
手
袋
と
所
持
し
て
い
る
全
衣
類
を
着

装
し
て
重
か
っ
た
。
防
寒
衣
類
、
靴
は
た
き
火
で
よ
く
焼
け
て

補
修
に
追
わ
れ
る
。

朝
、
整
列
し
、
近
け
れ
ば
徒
歩
で
、
遠
け
れ
ば
ト
ラ
ッ
ク
で

現
場
へ
着
く
。
ま
ず
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
た
き
火
に
あ
た
り
、

一
息
入
れ
て
作
業
に
か
か
っ
た
。
兵
隊
も
つ
い
て
来
て
い
て
、

あ
ち
こ
ち
歩
い
て
い
る
だ
け
で
退
屈
そ
う
だ
っ
た
。
開
始
当
時

は
、
ノ
ル
マ
に
つ
い
て
は
全
然
認
識
が
な
か
っ
た
。
朝
八
時
か

ら
夕
方
五
時
ま
で
、
昼
食
時
間
一
時
間
休
ん
で
仕
事
を
す
れ
ば

よ
い
と
思
っ
て
い
た
。

ま
ず
、
土
を
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
が
、
永
久
凍
土
と
な
っ

て
い
て
、
カ
イ
ロ
、
ラ
パ
ー
タ
で
は
歯
が
立
た
な
い
。
近
く
の

盛
り
土
の
あ
る
場
所
を
選
ん
で
、
五
人
前
後
の
班
を
つ
く
り
、

発
破
か
け
る
位
置
を
決
め
る
。
こ
こ
へ
各
人
が
ロ
ー
ム
で
一
本

ず
つ
穴
を
掘
り
、
一
～
一
・
二
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
ら
、
ダ
イ

ナ
マ
イ
ト
と
導
火
線
を
入
れ
、
土
を
か
ぶ
せ
て
爆
破
し
て
、
柔

ら
か
い
土
の
層
を
出
し
て
、
そ
の
土
を
タ
ー
チ
カ
に
積
ん
で
道

路
の
側
面
に
埋
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

穴
は
場
所
に
よ
り
掘
る
の
に
難
易
が
あ
り
、
簡
単
に
い
か
な

か
っ
た
。
大
体
午
前
中
に
穴
を
掘
り
、
午
後
に
発
破
を
か
け
て

か
ら
土
を
運
搬
す
る
の
が
一
般
の
作
業
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、

土
は
半
日
し
か
出
せ
な
か
っ
た
。

寒
い
か
ら
監
督
が
い
な
い
と
、

た
き
火
に
あ
た
り
休
憩
す
る
か
ら
、
仕
事
は
は
か
ど
ら
な
い
の

で
、
正
味
の
労
働
時
間
は
短
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ロ
シ
ア
人
の



監
督
は
作
業
量
が
少
な
い
、「
ブ
ロ
ー
ハ
、

ブ
ロ
ー
ハ
」（悪
い
、

悪
い
）
と
ぼ
や
い
て
い
る
。

そ
れ
で
、
穴
を
早
く
掘
り
、
土
出
し
を
早
く
す
る
し
か
な
い

と
考
え
た
。
そ
こ
で
ロ
ー
ム
の
先
を
常
に
土
を
掘
り
や
す
い
よ

う
に
、
先
端
を
平
ら
に
広
げ
る
加
工
を
作
業
か
ら
帰
っ
て
す
ぐ

行
っ
て
、
自
分
専
用
と
し
、
寝
台
の
下
に
保
管
す
る
。
こ
の
方

法
で
掘
る
場
合
は
、
周
り
を
崩
し
な
が
ら
下
へ
掘
る
と
ス
ピ
ー

ド
が
上
が
っ
た
。
し
か
し
、
石
に
突
き
当
た
っ
た
り
す
る
と
、

先
端
が
丸
く
な
り
、
現
場
で
修
理
し
て
使
用
し
た
。
ま
た
、
ロ

ー
ム
を
修
理
し
た
後
、
新
し
く
別
の
穴
を
掘
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

け
れ
ど
も
、
穴
掘
り
、
発
破
か
け
、
土
掘
り
、
運
搬
で
は
、
場

所
に
よ
り
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
思
う
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
。

土
出
し
現
場
は
、
翌
日
の
た
め
に
帰
り
に
袋
を
か
け
、
そ
の

上
に
土
を
撒
い
て
、
翌
日
は
袋
を
持
ち
上
げ
れ
ば
凍
結
が
少
な

く
、
早
く
土
出
し
が
で
き
て
能
率
が
上
が
る
が
、
別
の
場
所
へ

行
け
ば
、
ま
た
穴
掘
り
か
ら
な
の
で
、
一
か
ら
作
業
と
な
っ
た
。

衣
服
を
た
く
さ
ん
身
に
着
け
て
い
る
か
ら
、
動
作
が
鈍
い
の
で

進
度
が
遅
い
の
は
仕
方
な
い
。
食
糧
も
、
日
本
食
が
な
く
な
り

ロ
シ
ア
食
に
な
り
、
カ
ー
シ
ャ
（
お
か
ゆ
）
で
は
力
も
出
な
く

な
っ
て
く
る
。
な
れ
な
い
食
事
、
作
業
、
寒
さ
で
体
力
を
消
耗

し
て
、
栄
養
失
調
者
が
じ
わ
じ
わ
ふ
え
て
い
っ
た
。
そ
の
う
ち

雪
が
降
っ
て
き
て
作
業
が
除
雪
へ
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

昭
和
二
十
年
十
二
月
、
十
九
キ
ロ
幕
舎
収
容
所
、
除
雪
作
業

除
雪
は
、
初
め
の
う
ち
は
、
六
十
セ
ン
チ
角
の
ベ
ニ
ヤ
板
に

柄
を
つ
け
た
ス
コ
ッ
プ
に
て
、
雪
を
道
路
の
両
側
に
寄
せ
、
土

を
た
た
い
て
円
弧
に
し
、
風
が
吹
い
て
も
吹
き
だ
ま
り
に
な
ら

ぬ
よ
う
に
う
る
さ
く
指
示
さ
れ
る
。
道
路
に
積
も
っ
て
も
、
マ

シ
ー
ナ
ー
（
自
動
車
）
が
ス
ト
ッ
プ
し
な
い
よ
う
に
除
雪
し
た
。

そ
の
う
ち
雪
の
量
が
多
く
な
り
、
ま
た
風
が
吹
く
と
、
雪
だ
ま

り
が
で
き
始
め
、
道
路
も
厚
く
雪
に
覆
わ
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
て

き
た
。

こ
う
な
っ
て
は
鉄
製
の
ラ
パ
ー
タ
（
ス
コ
ッ
プ
）
で
道
路
下

へ
雪
を
放
り
投
げ
る
よ
う
に
な
る
。
マ
シ
ー
ナ
を
何
が
何
で
も

通
す
と
い
う
監
督
の
態
度
で
あ
っ
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

特
に
プ
ラ
ン
マ
シ
ー
ナ
ー
と
い
う
十
五
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
に
三
十

ト
ン
の
有
蓋
ワ
ゴ
ン
を
引
く
も
の
は
、
日
時
を
決
め
て
走
ら
せ

て
、
目
的
地
へ
着
け
な
い
と
い
け
な
い
。
重
要
な
車
だ
か
ら
、

絶
対
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
な
と
い
う
要
請
で
あ
る
。
奥
地
で
は
、



こ
れ
が
着
か
な
い
と
食
糧
不
足
で
餓
死
す
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
。
従
っ
て
、
夜
起
こ
さ
れ
て
除
雪
に
狩
り
出
さ
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
夜
は
真
っ
暗
に
な
ら
ず
、
何
と
か
歩
け
る
暗
さ
だ

っ
た
。

特
に
記
憶
に
残
る
の
は
、
十
二
月
三
十
日
の
夜
中
に
起
こ
さ

れ
、

四
～
六
キ
ロ
の
地
点
の
除
雪
に
行
か
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。

強
風
と
寒
さ
の
中
で
、
二
・
五
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
高
さ
に
雪

が
吹
き
た
ま
り
、
雪
を
投
げ
て
も
投
げ
て
も
す
ぐ
た
ま
り
、
お

手
上
げ
の
状
態
で
あ
っ
た
の
に
、
手
を
休
ま
せ
て
く
れ
な
い
。

顔
を
風
上
に
向
け
た
ら
、
目
も
明
け
ら
れ
な
い
。
手
も
か
じ
か

ん
で
ラ
パ
ー
タ
を
持
つ
こ
と
も
で
き
な
い
。
除
雪
を
や
め
て
ラ

パ
ー
タ
を
腰
の
後
ろ
に
差
し
、
手
袋
を
バ
タ
バ
タ
た
た
い
た
り

さ
す
っ
た
り
し
て
、
手
の
感
覚
を
確
か
め
る
の
に
精
い
っ
ぱ
い

で
あ
る
。

手
の
感
覚
を
保
つ
た
め
、
手
袋
の
中
の
手
を
手
袋
の
内
面
に

さ
わ
ら
な
い
よ
う
に
、
手
首
で
支
え
て
手
を
ち
ゅ
う
ぶ
ら
り
ん

と
し
て
下
げ
、
そ
の
辺
を
走
っ
て
い
た
。
夜
が
白
々
と
明
け
て

く
る
。
小
便
が
頻
繁
に
し
た
く
な
る
が
、
手
を
出
す
と
か
じ
か

む
。
そ
の
う
ち
ボ
タ
ン
の
開
閉
も
で
き
な
く
な
り
、
あ
け
た
ま

ま
だ
。
小
便
の
量
も
チ
ョ
ロ
ッ
と
し
か
出
な
い
。
そ
の
繰
り
返

し
で
、
泣
き
た
く
な
る
が
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
そ
の
う
ち
バ

タ
バ
タ
走
っ
て
い
る
の
を
ロ
シ
ア
人
の
監
督
に
見
つ
か
り
、
ア

ッ
と
思
っ
た
。
そ
の
瞬
間
、
監
督
が
雪
を
す
く
い
、
私
の
鼻
を

雪
で
ご
し
ご
し
さ
す
っ
て
く
れ
た
。
鼻
の
先
が
凍
傷
で
白
く
な

っ
て
い
る
と
い
う
。
あ
わ
て
て
自
分
も
手
袋
で
雪
を
す
く
い
、

鼻
の
先
を
感
覚
が
出
る
ま
で
こ
す
り
、
だ
れ
か
に
見
て
も
ら
っ

て
赤
く
な
る
の
を
確
認
し
て
も
ら
っ
た
。
自
分
で
は
凍
傷
で
白

く
な
っ
て
も
全
然
わ
か
ら
な
い
。
他
人
に
見
て
も
ら
う
し
か
な

い
。凍

傷
で
皮
膚
が
白
の
う
ち
は
い
い
が
、
黒
く
な
っ
た
ら
手
遅

れ
で
、
腐
っ
て
切
り
取
ら
な
い
と
い
け
な
く
な
る
と
い
う
。

や
が
て
ロ
ー
タ
リ
ー
式
の
除
雪
車
が
来
て
、
み
る
み
る
雪
を

吹
き
飛
ば
す
の
を
眺
め
、
ヤ
レ
ヤ
レ
と
思
っ
た
も
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
迎
え
の
ト
ラ
ッ
ク
が
な
か
な
か
来
な
い
。
ま
た
、

走
り
出
し
た
。
や
っ
と
来
た
ト
ラ
ッ
ク
に
は
い
上
が
り
、
転
が

り
込
ん
だ
。
収
容
所
へ
帰
っ
た
ら
ふ
ら
ふ
ら
と
よ
ろ
め
い
て
い

た
。
夜
中
に
起
こ
さ
れ
、
飲
ま
ず
食
べ
ず
に
約
十
時
間
、
吹
雪

の
中
を
動
き
ま
わ
っ
た
が
、
こ
ん
な
苦
し
い
経
験
は
初
め
て
で



あ
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
一
月
、
十
九
キ
ロ
幕
舎
収
容
所
、
除
雪
と
道

路
作
業

昭
和
二
十
一
年
一
月
一
日
に
な
っ
た
が
、
携
帯
し
て
い
た
米

を
炊
い
て
、
マ
ス
缶
詰
と
牛
缶
詰
を
開
け
て
、
周
囲
の
人
た
ち

と
食
べ
る
だ
け
だ
っ
た
。
一
昨
日
の
除
雪
で
身
も
心
も
疲
労
し

て
い
た
の
が
回
復
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。
正
月
休
み
も
な
く
、

ま
た
働
き
に
出
る
。
作
業
は
除
雪
と
、
雪
が
や
ん
だ
ら
道
路
作

業
が
行
わ
れ
た
。
体
は
だ
ん
だ
ん
や
せ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

作
業
は
少
し
も
能
率
が
上
が
ら
な
い
。
手
が
か
じ
か
ん
で
、
道

具
を
長
い
間
持
っ
て
い
ら
れ
な
い
寒
さ
が
続
い
て
い
る
。
た
き

火
を
た
い
て
あ
た
っ
て
い
る
と
、
兵
隊
が
来
て
消
さ
れ
て
し
ま

う
。
兵
隊
が
去
る
と
、
ま
た
火
を
お
こ
し
て
あ
た
る
。
い
た
ち

ご
っ
こ
を
し
て
い
る
。

作
業
を
終
わ
っ
て
帰
っ
て
も
、
相
変
わ
ら
ず
食
べ
物
の
話
く

ら
い
し
か
話
す
こ
と
が
な
い
。
こ
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
あ

る
日
、
朝
起
床
の
時
間
に
な
っ
て
も
起
き
な
い
戦
友
が
い
た
。

同
年
兵
で
、
岩
手
県
出
身
の
三
十
五
歳
前
後
と
思
う
が
、
静
か

に
死
亡
し
て
い
た
。
体
が
大
き
か
っ
た
が
、
寒
さ
と
栄
養
失
調

で
亡
く
な
っ
た
。
最
初
の
犠
牲
者
で
あ
る
。

昭
和
二
十
一
年
二
月
、
十
九
キ
ロ
幕
舎
収
容
所
、
除
雪
、
道

路
作
業

作
業
は
、
毎
日
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
が
、
私
の

方
は
髪
の
毛
や
眉
毛
が
黒
か
ら
茶
色
に
変
わ
っ
て
き
た
。
栄
養

失
調
が
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
衣
服
を
あ
る
だ
け
着
て
い
て
汗

も
か
か
な
い
が
、
そ
の
重
量
は
か
な
り
の
負
担
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
石
が
あ
っ
て
も
ま
た
げ
ず
に
転
ん
だ

り
、
木
の
根
に
つ
ま
づ
い
て
顔
に
怪
我
し
た
り
、
注
意
力
が
散

漫
に
な
る
。

昭
和
二
十
一
年
三
月
、
十
九
キ
ロ
幕
舎
収
容
所
、
患
者
班

三
月
に
入
る
と
歩
く
の
も
大
儀
に
な
り
、
作
業
に
は
出
ず
患

者
班
と
な
っ
て
、
所
内
に
て
雑
用
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の

数
も
次
第
に
多
く
な
り
、
月
末
に
は
四
十
四
人
に
な
っ
た
。
全

人
員
の
一
七
％
を
越
え
る
人
数
に
ふ
え
て
し
ま
っ
た
。
作
業
に

行
く
人
も
つ
ら
い
し
、
休
む
者
も
ど
う
な
る
か
む
な
し
い
。
ま

き
割
り
等
、
軽
作
業
を
し
て
日
を
送
っ
て
い
た
。

昭
和
二
十
一
年
三
月
、
三
十
キ
ロ
収
容
所
、
オ
カ
収
容
所

十
九
キ
ロ
の
幕
舎
収
容
所
（
四
中
隊
）
で
、
栄
養
失
調
者
の



続
出
で
ソ
連
医
師
が
来
所
し
て
、
腕
や
腹
の
肉
を
引
っ
張
っ
て

栄
養
失
調
の
程
度
を
確
認
し
て
、
こ
三
二
十
キ
ロ
収
容
所
へ
送

り
こ
ま
れ
る
。
ほ
か
の
一
、
三
中
隊
か
ら
も
入
っ
て
く
る
。

三
十
キ
ロ
の
収
容
所
は
、

五
大
隊
二
中
隊
の
収
容
所
で
あ
る
。

こ
の
収
容
所
の
奥
（
東
側
）
に
幕
舎
が
一
棟
建
て
て
あ
り
、
こ

こ
へ
各
中
隊
か
ら
送
ら
れ
た
栄
養
失
調
者
が
全
員
収
容
さ
れ

る
。
ソ
連
で
は
オ
カ
と
呼
ん
で
い
た
。
入
所
者
は
百
人
前
後
だ

っ
た
と
思
う
。
二
中
隊
の
作
業
員
が
出
た
後
に
、
日
課
が
始
ま

る
。
五
人
に
一
人
の
割
合
で
当
番
を
定
め
、
当
番
の
飯
上
げ
が

行
わ
れ
る
。
メ
ニ
ュ
ー
は
一
般
と
違
っ
て
か
な
り
良
質
の
も
の

が
出
さ
れ
た
。
フ
レ
ー
ブ
（
黒
パ
ン
）

、
カ
ー
シ
ャ（
濃
い
お

か
ゆ
）

、
ス
ー
プ（
豚
脂
入
り
キ
ャ
ベ
ツ
の
ス
ー
プ
）

、
ミ
ル
ク

（
砂
糖
入
り
の
牛
乳
）

、
ス
ラ
ギ
ッ
ク（
ビ
タ
ミ
ン
剤
の
果
汁
）

が
出
さ
れ
る
。
一
般
で
は
黒
パ
ン
は
昼
食
用
で
あ
る
が
、
オ
カ

で
は
、
朝
も
二
百
グ
ラ
ム
ぐ
ら
い
の
が
出
た
。

三
食
と
も
同
じ
献
立
に
な
る
が
、
一
般
と
比
べ
れ
ば
栄
養
価

は
数
段
上
で
あ
る
。
作
業
が
全
然
な
く
、
食
べ
て
休
養
し
て
い

る
だ
け
な
の
で
、
体
力
が
徐
々
に
回
復
し
て
い
る
の
が
見
え
て

く
る
。
幕
舎
な
の
で
、
夜
の
冷
え
込
み
は
ま
だ
き
つ
い
。
夜
中

に
二
、
三
回
小
便
し
に
起
き
る
。
衣
服
を
着
て
、
防
寒
外
套
を

引
っ
か
け
て
外
へ
行
か
な
い
と
い
け
な
い
が
、
正
規
の
と
こ
ろ

へ
は
遠
い
の
で
近
く
の
傾
斜
地
で
済
ま
す
。
用
便
す
る
と
す
ぐ

凍
る
の
で
、
黄
色
い
氷
が
だ
ん
だ
ん
丘
に
な
っ
て
く
る
。
ツ
ル

ツ
ル
の
黄
色
い
小
便
の
丘
が
で
き
る
。
臭
く
な
い
の
で
、
そ
の

上
に
乗
っ
て
用
便
す
る
こ
と
も
あ
る
。
温
か
く
な
る
と
溶
け
て

な
く
な
る
が
、
臭
く
な
い
か
ら
そ
の
ま
ま
で
、
来
年
も
同
じ
こ

と
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

四
月
を
過
ぎ
て
五
月
に
入
っ
て
く
る
と
、
周
り
に
新
緑
が
目

に
つ
く
よ
う
に
な
り
、
日
中
は
外
に
出
て
日
光
浴
を
す
る
よ
う

に
な
る
。
五
月
の
中
旬
に
屋
根
に
上
が
り
、
シ
ラ
ミ
取
り
を
し

て
い
た
者
が
ロ
シ
ア
人
に
見
つ
か
っ
た
。
寒
さ
の
ほ
か
に
、
こ

の
シ
ラ
ミ
は
、
人
が
寝
入
る
と
シ
ャ
ツ
の
縫
い
目
の
中
に
ひ
そ

ん
で
い
た
の
が
、

は
い
出
て
も
そ
も
そ
と
歩
き
皮
膚
を
か
む
と
、

く
す
ぐ
っ
た
い
し
、
ま
た
か
ゆ
く
な
る
。
こ
の
シ
ラ
ミ
が
人
間

の
衣
服
に
住
ん
で
い
る
と
、
不
眠
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
た
。

早
速
、
デ
ス
カ
メ
ラ
（
熱
気
で
殺
虫
消
毒
す
る
容
器
）
に
衣
服

全
部
を
入
れ
て
、
シ
ラ
ミ
退
治
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
毎
日
数

回
行
わ
れ
、
五
、
六
日
で
全
員
が
終
わ
り
、
完
全
に
殺
虫
消
毒



が
完
了
し
た
。
気
分
的
に
清
々
し
た
。

 
そ
れ
か
ら
数
日
後
に
、
ソ
連
の
医
師
が
着
て
身
体
検
査
が
行

わ
れ
た
。
例
の
と
お
り
、
上
半
身
裸
に
し
て
、
腕
の
皮
を
引
っ

張
っ
て
肉
が
つ
い
た
者
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
そ
の
結
果
、
一
中

隊
六
人
、
四
中
隊
十
人
を
残
し
て
、
ほ
か
の
人
は
も
と
の
中
隊

へ
帰
隊
す
る
こ
と
に
な
る
。
中
隊
に
帰
れ
ば
普
通
の
作
業
に
復

帰
さ
せ
ら
れ
る
。

二
中
隊
で
残
っ
た
四
中
隊
十
人
の
一
人
と
し
て
私
も
残
さ
れ

た
。
合
計
十
六
人
は
第
三
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
体
の
貧
弱
な
者
）
と

し
て
、
第
二
中
隊
の
人
員
の
中
に
入
り
作
業
を
す
る
こ
と
に
な

る
。
た
だ
し
労
働
時
間
は
、
一
日
に
六
時
間
働
け
ば
よ
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
食
事
は
一
般
の
隊
員
と
同
じ
時
間
に
同
じ
も

の
を
食
堂
で
と
る
こ
と
に
な
る
。
朝
の
点
呼
、
出
発
は
一
緒
に

行
う
が
、
帰
り
は
二
時
間
早
く
帰
っ
て
も
よ
い
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
一
年
六
月
、
三
十
キ
ロ
収
容
所
、
道
路
清
掃
作
業

三
か
月
の
オ
カ
作
業
を
終
わ
り
、
我
々
第
三
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

十
六
人
は
、
い
よ
い
よ
作
業
に
出
る
こ
と
に
な
る
。
季
節
も
野

山
の
緑
が
広
が
り
、
囲
い
の
外
に
出
る
の
は
絶
好
の
と
き
で
あ

っ
た
。
私
に
割
り
当
て
ら
れ
た
作
業
は
道
路
の
清
掃
作
業
で
、

二
人
一
組
と
な
り
、
大
ぼ
う
き
で
二
キ
ロ
の
道
路
を
掃
い
て
、

小
石
を
両
側
へ
掃
き
出
す
も
の
で
あ
る
。
ほ
う
き
の
柄
の
材
料

と
す
る
約
二
・
五
メ
ー
ト
ル
の
丸
太
一
本
と
、
パ
ン
袋
を
飯
盒

に
入
れ
、
腰
に
ぶ
ら
下
げ
、
兵
隊
の
監
視
も
つ
か
ず
に
出
発
す

る
。
初
め
は
近
距
離
な
の
で
徒
歩
で
あ
る
。
現
地
近
く
に
な
る

と
、
ほ
う
き
の
先
に
松
葉
を
く
く
り
つ
け
て
、
道
標
の
と
こ
ろ

か
ら
二
人
並
び
、
中
央
か
ら
側
面
の
方
へ
掃
き
だ
し
な
が
ら
進

ん
で
い
く
。
自
然
を
眺
め
な
が
ら
、
自
由
に
の
ん
び
り
と
し
た

仕
事
で
あ
る
。

側
面
の
下
に
は
、
タ
イ
ヤ
、
木
の
根
株
、
板
切
れ
く
ら
い
し

か
落
ち
て
い
な
い
。
時
々
、
ト
ラ
ッ
ク
が
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て

通
り
過
ぎ
て
い
く
。
道
路
は
傷
ん
で
い
な
い
の
で
、
掃
除
の
進

み
方
も
順
調
で
あ
る
。
昼
食
は
黒
パ
ン
二
百
五
十
グ
ラ
ム
と
塩

漬
け
ニ
シ
ン
百
五
十
グ
ラ
ム
だ
け
で
あ
る
。
終
わ
っ
た
ら
、
そ

こ
の
山
へ
入
っ
て
、
松
の
実
、
キ
ノ
コ
の
あ
り
そ
う
な
方
向
を

話
し
合
う
。
午
後
は
二
～
三
時
の
間
に
終
わ
る
と
、
山
へ
分
け

入
り
収
穫
に
夢
中
に
な
る
。
収
容
所
に
帰
る
の
は
五
時
半
過
ぎ

と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
松
の
実
、
キ
ノ
コ
を
持
ち
帰
る
。
日
も



長
い
し
、
早
く
帰
る
と
炊
事
の
ま
き
割
り
等
、
使
役
を
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
一
般
の
作
業
の
帰
り
時
間
に
合
わ

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

距
離
が
遠
く
な
る
と
、
ト
ラ
ッ
ク
（
マ
シ
ー
ナ
ー
）
で
目
的

地
ま
で
行
く
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
早
く
終
わ
っ
て
少
し
で
も
松

の
実
を
多
く
取
る
よ
う
に
、
要
領
よ
く
作
業
す
る
。
迎
え
に
来

る
と
き
は
、
予
定
時
間
に
大
体
来
る
の
で
、
う
か
う
か
し
て
い

ら
れ
な
か
っ
た
。
何
し
ろ
、
時
計
を
持
っ
て
い
な
い
で
、
腹
時

計
に
頼
る
か
ら
大
変
で
あ
る
。
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
と
、
松
の

実
を
飯
盒
一
杯
と
枕
パ
ン
一
個
と
交
換
し
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で

あ
る
。

キ
ノ
コ
は
日
本
の
ア
ワ
ダ
ケ
（
ア
ミ
タ
ケ
と
も
言
う
）
に
似

て
、
裏
側
に
網
目
の
あ
る
も
の
で
、
表
面
が
毒
キ
ノ
コ
の
ベ
ニ

タ
ケ
の
よ
う
で
あ
る
が
、

ぬ
め
り
が
な
く
乾
い
た
感
じ
な
の
で
、

食
用
に
な
る
こ
と
が
明
白
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
人
は
食
べ
な
い

ら
し
い
。
大
き
さ
は
直
径
十
セ
ン
チ
く
ら
い
あ
り
、
大
型
で
す

ぐ
袋
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。
持
ち
帰
っ
て
、
夜
に
飯
盒
に
入
れ
て
、

塩
魚
の
切
れ
端
の
だ
し
で
煮
て
食
べ
る
。
松
の
実
や
き
の
こ
汁

で
食
糧
不
足
の
足
し
に
し
て
、
胃
袋
を
満
た
し
た
。
松
の
実
に

よ
る
黒
パ
ン
と
の
物
々
交
換
は
、
体
力
維
持
に
大
い
に
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
た
。

昭
和
二
十
一
年
七
月
、
三
十
キ
ロ
収
容
所
、
道
路
補
修
作
業

道
路
清
掃
を
打
ち
切
っ
て
、
今
度
は
補
修
作
業
に
移
る
。
朝
、

ラ
パ
ー
タ
、
カ
イ
ロ
を
担
い
で
、
飯
盒
に
黒
パ
ン
と
塩
魚
を
入

れ
て
腰
に
つ
る
し
て
出
発
す
る
。
六
キ
ロ
く
ら
い
の
範
囲
を
道

路
補
修
す
る
の
が
任
務
で
、（
一
）
路
面
の
凹
凸
を
土
を
補
給

し
て
平
ら
に
す
る
。（
二
）
路
肩
の
崩
れ
を
補
修
す
る
。（
三
）

土
出
し
場
所
の
設
置
を
す
る
。（
ス
リ
ッ
プ
車
へ
ま
く
土
）（
四
）

標
識
の
柱
、
松
葉
の
補
修
を
す
る
。（
こ
の
標
識
は
、
道
標
と

は
別
に
約
五
十
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
丸
い
柱
に
松
葉
を
横
に
二
段

に
結
び
つ
け
て
、
路
肩
を
表
示
す
る
た
め
に
立
て
て
い
た
）
等

の
保
全
に
関
す
る
作
業
を
す
る
。

昼
食
を
早
め
に
終
わ
っ
て
、
相
変
わ
ら
ず
の
松
の
実
、
キ
ノ

コ
取
り
は
継
続
す
る
。
黒
パ
ン
と
松
の
実
と
交
換
で
き
る
ト
ラ

ッ
ク
を
探
す
の
に
も
苦
労
す
る
。
長
距
離
運
転
の
ト
ラ
ッ
ク
の

運
転
手
で
な
い
と
、
黒
パ
ン
を
積
ん
で
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

松
の
実
も
五
葉
松
の
多
く
生
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
な
い
と
短
時

間
に
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
一



番
の
敵
は
大
き
い
蚊
の
来
襲
で
あ
る
。
こ
の
蚊
に
刺
さ
れ
る
と
、

び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
痛
く
て
、
真
っ
赤
に
は
れ
る
。
そ
の
た
め
、

作
業
用
と
し
て
白
色
の
布
製
の
袋
状
の
前
面
に
、
目
、
鼻
、
口

が
出
る
範
囲
を
切
り
取
り
、
黒
い
網
が
縫
い
つ
け
て
あ
る
も
の

を
支
給
さ
れ
た
。
蚊
は
草
木
の
生
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
多
く
、

こ
れ
を
か
ぶ
っ
て
蚊
よ
け
と
し
た
。
収
容
所
内
で
は
余
り
見
か

け
な
か
っ
た
。

外
気
は
、
日
中
三
十
度
以
上
に
温
度
が
上
が
る
か
ら
、
ま
さ

し
く
夏
の
季
節
で
あ
る
。
湿
度
が
低
い
の
で
、
わ
り
あ
い
し
の

ぎ
や
す
い
が
、
外
で
は
蚊
よ
け
覆
い
を
取
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
こ
の
作
業
も
一
か
月
く
ら
い
で
終
了
し
た
。

占
守
島
に
は
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
軍
人
が
い
た
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
だ
と
思
う
。

部
隊
は
満
州
か
ら
来
た
現
役
の
戦
車
連
隊
、
独
立
歩
兵
大
隊
、

ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
の
キ
ス
カ
島
か
ら
撤
収
し
た
部
隊
、
小
笠
原

島
か
ら
転
属
し
た
高
射
砲
部
隊
、
東
北
地
方
か
ら
の
補
充
兵
部

隊
、
臼
砲
部
隊
等
の
混
成
で
あ
っ
た
。

海
軍
第
五
一
警
備
隊
は
軍
艦
乗
り
組
で
太
平
洋
を
か
け
め
ぐ

っ
た
将
兵
、
志
願
し
て
各
地
の
海
兵
団
や
教
育
施
設
で
教
育
を

受
け
て
配
属
さ
れ
た
兵
曹
等
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
軍
人
の
集

団
で
あ
る
。
軍
属
に
は
、
日
本
人
の
ほ
か
朝
鮮
人
も
多
数
い
た

が
、
今
は
ど
う
な
っ
た
ろ
う
か
。
飛
行
場
も
陸
軍
、
海
軍
そ
れ

ぞ
れ
に
一
か
所
ず
つ
あ
っ
た
。
民
間
人
も
、
サ
ケ
の
漁
獲
と
そ

の
缶
詰
工
場
に
男
女
が
大
勢
働
い
て
い
た
。
終
戦
と
と
も
に
脱

出
し
て
、
無
事
日
本
に
帰
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

マ
ガ
ダ
ン
が
話
題
に
あ
っ
て
、
四
十
六
年
前
の
状
況
が
脳
裏

を
か
す
め
、
帰
還
後
す
ぐ
ノ
ー
ト
に
メ
モ
し
て
あ
っ
た
も
の
を

年
月
で
回
顧
す
れ
ば
、
よ
り
鮮
明
な
記
録
に
な
る
と
、
思
い
出

し
な
が
ら
記
録
を
た
ど
っ
て
み
た
。

日
本
に
帰
還
後
も
、
寒
く
な
る
と
小
便
が
頻
繁
に
出
た
く
な

る
。
朝
は
十
分
間
隔
で
五
回
く
ら
い
で
、
以
後
、
間
隔
が
長
く

な
る
。
間
に
合
わ
ず
漏
ら
す
こ
と
も
た
び
た
び
あ
っ
た
。
こ
の

頻
尿
症
が
原
因
で
、
数
年
前
に
膀
胱
が
ん
と
な
り
、
膀
胱
切
除

手
術
を
す
る
。
早
期
発
見
で
あ
っ
た
た
め
一
命
を
助
か
り
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。




